

















































































































（出典：佐藤翔. 機関リポジトリが学術文献流通の中で果たしている役割：電子化プラットフォーム、Open Access、Public Access. 







































































































































































































































































































































0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%
図書館のILLを通じて入手
出版社等のサイトで入手する
（クレジットカード決済）
著者にメールで抜き刷り等の
送付を依頼する
機関リポジトリや著者のサイトを
探して入手する
友人や知人を通じて入手する
入手をあきらめる
その他
■自然科学・教員（n=2,124）
■自然科学・院生（n=729）
■人文社会・教員（n=722）
■人文社会・院生（n=308）
22
まとめ
• 発見可能性から利用可能性へ
– 「検索されないものはないのと同じ」
– 「利用できないものはないのと同じ」？
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まとめ(2)
• SCPJの役割（位置づけ）
–単なる図書館員の著作権処理ツールではない
–学術雑誌（学会誌）のマーケティング戦略の一翼
を担う
• 「読まれる雑誌とは」
• 「投稿される雑誌とは」
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まとめ(3)
• 発見可能性から利用可能性へ
• SCPJの役割（位置づけ）
• 利用者（研究者）の立場からみたオープン・ア
クセス
25
ご清聴ありがとうございました
koyama.kenji@nihon-u.ac.jp
